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厚生労働省大臣官房会計課

令和５年度厚生労働省行政事業レビュー公開プロセス

（資料１）



厚生労働省予算
３３１，６８６
（１００％）

義務的経費

（年金・医療等の経費を除く
もので人件費など）

９，８９６
（３．０％）

裁量的経費
７，４７３（２．３％）

公共投資関係費
４８５

（０．１％）

年金

１３０，０７８
（３９．２％）

医療
１２０，４３８
（３６．３％）

介護
３６，１２０
（１０．９％）

雇用
３７５

（０．１％）

福祉等
３４，５０５
（１０．４％）

※ 厚生労働省予算は、高齢化等に伴い、制度改正を行わなくても毎年度増加（自然増）する傾向。
注１） 計数は、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と合致しないものがある。

義務的経費
（年金・医療等の経費）

３１３，８３２
（９４．６％）

その他
主要経費
２，２１２
（０．７）

その他
７，９５８
（２．４％）

（単位：億円）

○厚生労働省予算の約９８％は年金、医療等の給付費の国庫負担などの義務的経費

令和５年度厚生労働省予算
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令和５年度行政事業レビューシート数（予算額別）
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23事業

（2%）

46事業

（4%）

162事業

（16%）

288事業

（28%）

527事業

（50%）

1,000億円以上

100億円～1,000億円未満

10億円～100億円未満

1億円～10億円未満

１億円未満

令和５年度行政事業レビューシート数の分布

・ 令和５年度の厚生労働省における行政事業レビューシート数は１，071。（※）

（→他省庁と比較しても事業数が多い。）

令和５年度厚生労働省行政事業レビューシート数

※１億円未満には令和５年度当初予算額が０円の事業（前年度限りの事業、

前年度からの繰越事業）も含む。

（※25事業は、予算額が内数となるため、グラフには含めていない。）

→生活保護費負担金、失業等給付費等、

介護給付費負担金 等

→地域医療介護総合確保基金、

特定健康診査・保健指導に必要な経費等

事業数

（1046事業）

（割合）

行政事業レビュー対象の厚生労働省事業

→フリーター支援事業、

生活保護指導監査委託費 等

→慰霊巡拝事業、危険ドラッグ対策費

受動喫煙防止対策助成金 等

→国家試験等電算化経費、

技能評価システム移転促進事業 等

（※）令和5年3月31日時点



①基準

行政事業レビュー公開プロセス対象事業の選定基準
（令和５年３月3 1日行政改革推進会議決定より抜粋）

３ 公開プロセス（各府省庁による公開事業点検）の実施

（１）対象事業の選定

ア アウトカムの設定など、EBPM的観点から点検する必要があるもの

イ 事業の規模が大きく、又は政策の優先度の高いもの

ウ 長期的又は継続的に取り組んでいる事業等で、執行方法、制度等の改善の余地が大きいと考えられるもの

エ 事業の執行等に関して、国会の審議はもとより、会計検査院、総務省行政評価局、マスコミなど内外から問題点を

指摘されたもの

オ 現年度に政策評価における実績評価の対象となる施策に関連するもの（複数も可）

カ その他公開の場で外部の視点による点検を行うことが有効と判断されるもの

②その他ルール

・公開プロセス対象事業の選定にあたり、論点が専門的・技術的に過ぎ国民の関心を惹起することが期待し難い事業、事業

内容の改善の余地が乏しいと考えられる事業など、公開の場で議論するのにふさわしくない事業は対象としないものと

する。

・公開プロセス対象事業について、全体として予算規模が少額のものに偏ることのないよう、バランスに配慮した選定を行

うものとする。また、公開プロセスを効果的かつ効率的に実施するため、原則として、事業単位で１億円未満のものに

ついては対象としないものとする。ただし、複数の１億円未満の事業を一括りにして、その総額が１億円を超える場合

や、１億円を超える事業の数が限られている府省庁において、公開の場での外部の視点による点検を行うことが有効と

判断される事業がある場合などは、この限りではない。

・各府省庁は、公開プロセス対象事業の数を当該府省庁の外部有識者による点検の対象事業数の多寡等を踏まえて判断す

る。また、公開プロセスの実施期間はおおむね１～２日程度を目途に、事業数に応じて設定するものとする。
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令和５年度行政事業レビューシート数（予算額別）
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令和５年度厚生労働省公開プロセス対象候補事業の予算ごとの分布

• 令和５年度厚生労働省公開プロセス対象候補事業は１６事業を選定。

このうち、６事業を選定し公開プロセス対象事業として公開で議論を行う。

令和５年度厚生労働省公開プロセス対象候補事業

→未払賃金立替払事務実施費、

求職者支援制度に必要な経費

事業数

（１６事業）

（割合）

令和５年度厚生労働省公開プロセス対象候補事業

→がん診療連携拠点病院機能強化事業、

認定職業訓練助成事業費、

在宅福祉事業費補助金（老人クラブ

への補助）等

→福島避難者帰還等就職支援事業、

精神障害にも対応した地域包括ケア

システムの構築推進事業（地域生活

支援促進事業関係）等

2事業

（12%）

6事業

（38%）

8事業

（50%）

100億円～1,000億円

未満

10億円～100億円未満

1億円～10億円未満


